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(57)【要約】
【課題】直列に接続された二次電池のそれぞれの電圧を
より正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることが可
能な電池監視回路を提供する。
【解決手段】電池監視回路は、第１のスイッチ素子ない
し第３のスイッチ素子を備える。電池監視回路は、第１
のスイッチ素子の他端に一端が接続された第１の出力コ
ンデンサを備える。電池監視回路は、第１の出力コンデ
ンサの他端と接地との間に接続された第１の出力制御ス
イッチ素子を備える。電池監視回路は、第１の出力コン
デンサの他端と第１の出力制御スイッチ素子との間の出
力電圧をアナログ・デジタル変換し、得られたデジタル
信号を出力するＡＤコンバータを備える。電池監視回路
は、第１のスイッチ素子ないし第３のスイッチ素子、お
よび第１の出力制御スイッチ素子のオン／オフを制御す
るとともに、ＡＤコンバータの動作を制御する制御回路
を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する電池監視回路であって、
　第１の二次電池の正極を接続するための第１の端子に、一端が接続された第１のスイッ
チ素子と、
　前記第１の二次電池の負極および第２の二次電池の正極を接続するための第２の端子に
、一端が接続され、前記第１のスイッチ素子の他端に、他端が接続された第２のスイッチ
素子と、
　接地に接続され且つ前記第２の二次電池の負極を接続するための第３の端子に、一端が
接続され、前記第１のスイッチ素子の他端に、他端が接続された第３のスイッチ素子と、
　前記第１のスイッチ素子の他端に一端が接続された第１の出力コンデンサと、
　前記第１の出力コンデンサの他端と前記接地との間に接続された第１の出力制御スイッ
チ素子と、
　前記第１の出力コンデンサの他端と前記第１の出力制御スイッチ素子との間の出力端子
の電圧に応じた信号をアナログ・デジタル変換し、得られたデジタル信号を出力するＡＤ
コンバータと、
　前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ素子、および前記第１の出力制御ス
イッチ素子のオン／オフを制御するとともに、前記ＡＤコンバータの動作を制御する制御
回路と、を備える
　ことを特徴とする電池監視回路。
【請求項２】
　前記制御回路は、
　前記第１の二次電池の電圧を測定する場合、前記第２のスイッチ素子および前記第１の
出力制御スイッチ素子をオンし、且つ、前記第１のスイッチ素子および前記第３のスイッ
チ素子をオフし、その後、前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ素子、およ
び前記第１の出力制御スイッチ素子をオフし、その後、前記第１のスイッチ素子をオンす
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の電池監視回路。
【請求項３】
　前記制御回路は、
　前記第２の二次電池の電圧を測定する場合、前記第３のスイッチ素子および前記第１の
出力制御スイッチ素子をオンし、且つ、前記第１のスイッチ素子および前記第２のスイッ
チ素子をオフし、その後、前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ素子、およ
び前記第１の出力制御スイッチ素子をオフし、その後、前記第２のスイッチ素子をオンす
る
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電池監視回路。
【請求項４】
　前記第１の出力コンデンサの一端と前記第１のスイッチ素子の他端との間に接続された
第２の出力コンデンサと、
　前記第１の出力コンデンサの一端と基準電位との間に接続された第２の出力制御スイッ
チ素子と、をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の電池監視回路。
【請求項５】
　前記基準電位は、前記第２の端子の電位であることを特徴とする請求項４に記載の電池
監視回路。
【請求項６】
　前記制御回路は、
　前記第１の二次電池の電圧を測定する場合、前記第２のスイッチ素子および前記第１お
よび第２の出力制御スイッチ素子をオンし、且つ、前記第１のスイッチ素子および前記第
３のスイッチ素子をオフし、その後、前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ
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素子、および前記第１および第２の出力制御スイッチ素子をオフし、その後、前記第１の
スイッチ素子をオンする
　ことを特徴とする請求項４または５に記載の電池監視回路。
【請求項７】
　前記制御回路は、
　前記第２の二次電池の電圧を測定する場合、前記第３のスイッチ素子および前記第１お
よび第２の出力制御スイッチ素子をオンし、且つ、前記第１のスイッチ素子および前記第
２のスイッチ素子をオフし、その後、前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ
素子、および前記第１および第２の出力制御スイッチ素子をオフし、その後、前記第２の
スイッチ素子をオンする
　ことを特徴とする請求項４ないし６のいずれか一項に記載の電池監視回路。
【請求項８】
　直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する電池監視回路であって、
　第１の二次電池の正極を接続するための第１の端子に、一端が接続された第１のスイッ
チ素子と、
　前記第１の二次電池の負極および第２の二次電池の正極を接続するための第２の端子に
、一端が接続された第２のスイッチ素子と、
　接地に接続され且つ前記第２の二次電池の負極を接続するための第３の端子に、一端が
接続され、前記第１のスイッチ素子の他端に、他端が接続された第３のスイッチ素子と、
　前記第１のスイッチ素子の他端に一端が接続された第１の出力コンデンサと、
　前記第２のスイッチ素子の他端に一端が接続された第２の出力コンデンサと、
　前記第１の出力コンデンサの他端と前記接地との間に接続された第１の出力制御スイッ
チ素子と、
　前記第２の出力コンデンサの他端と前記接地との間に接続された第２の出力制御スイッ
チ素子と、
　前記第１の出力コンデンサの一端と前記第２の出力コンデンサの一端との間に接続され
た第３の出力制御スイッチ素子と、
　前記第１の出力コンデンサの他端と出力端子との間に接続された第４の出力制御スイッ
チ素子と、
　前記第２の出力コンデンサの他端と前記出力端子との間に接続された第５の出力制御ス
イッチ素子と、
　前記出力端子の出力電圧をアナログ・デジタル変換し、得られたデジタル信号を出力す
るＡＤコンバータと、
　前記第１のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ素子、および前記第１ないし第５の
出力制御スイッチ素子のオン／オフを制御するとともに、前記ＡＤコンバータの動作を制
御する制御回路と、を備える
　ことを特徴とする電池監視回路。
【請求項９】
　前記制御回路は、
　前記第１の二次電池の電圧を測定する場合、前記第１および第２のスイッチ素子、およ
び前記第１、第２、および第５の出力制御スイッチ素子をオンし、且つ、前記第３のスイ
ッチ素子および前記第３および第４の出力制御スイッチ素子をオフし、その後、前記第１
および第２のスイッチ素子をオフし、その後、前記第２の出力制御スイッチ素子をオフし
、その後、前記第３の出力制御スイッチ素子をオンする
　ことを特徴とする請求項８に記載の電池監視回路。
【請求項１０】
　前記出力端子に非反転入力端子が接続され、前記ＡＤコンバータの入力に出力が接続さ
れたオペアンプと、
　前記オペアンプの出力と前記オペアンプの反転入力端子との間に接続されたアンプ用コ
ンデンサと、
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　前記オペアンプの出力と前記オペアンプの反転入力端子との間で、前記アンプ用コンデ
ンサと並列に接続され、第１の出力制御スイッチ素子と同期してオン／オフが制御される
アンプ用スイッチ素子と、をさらに備え、
　前記ＡＤコンバータは、前記オペアンプの出力信号をアナログ・デジタル変換し、得ら
れたデジタル信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか一項に記載の電池監視回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電池監視回路、および、電池監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハイブリットカーやＥＶ（電気自動車）のバッテリに用いられる直列に複数接続
された二次電池の各電圧の異常を検出する電池監視回路がある。
【０００３】
　この従来の電池監視回路は、例えば、各二次電池間の端子の電圧を選択するスイッチ群
を２組用い、スイッチ群一の方をコンデンサの一端に接続し、他方のスイッチ群を該コン
デンサの他端に接続して構成される。
【０００４】
　この従来の電池監視回路の動作は、先ず目的の二次電池の上下端子をコンデンサの両端
に接続しコンデンサの端子間電圧をセル電圧と等しくする。次に２つのスイッチ群との接
続を無くしコンデンサ両端をオープンとした後に、別に用意した一組のスイッチでコンデ
ンサの一端をＡＤコンバータの基準電圧に、コンデンサの他端をＡＤコンバータの入力に
接続するようにしセル電圧を測定する。
【０００５】
　この従来の電池監視回路の一連の動作を目的の二次電池に対して順次行うことで、全て
の二次電池の電圧を測定できる。
【０００６】
　しかしながら、上記従来の電池監視回路は、各二次電池間の端子の電圧を選択するスイ
ッチ群が２組必要であり、回路規模が大きくなる。さらに、ＡＤコンバータとの間にも１
組のスイッチが必要である。また、寄生容量の影響を受けやすく精度が悪化しやすい。
【０００７】
　すなわち、電池監視回路の製造コストが増加する問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００９－６９０５６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　直列に接続された二次電池のそれぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小
を図ることが可能な電池監視回路を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施例に従った電池監視回路は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する。
電池監視回路は、第１の二次電池の正極を接続するための第１の端子に、一端が接続され
た第１のスイッチ素子を備える。電池監視回路は、前記第１の二次電池の負極および第２
の二次電池の正極を接続するための第２の端子に、一端が接続され、前記第１のスイッチ
素子の他端に、他端が接続された第２のスイッチ素子を備える。電池監視回路は、接地に
接続され且つ前記第２の二次電池の負極を接続するための第３の端子に、一端が接続され
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、前記第１のスイッチ素子の他端に、他端が接続された第３のスイッチ素子を備える。電
池監視回路は、前記第１のスイッチ素子の他端に一端が接続された第１の出力コンデンサ
を備える。電池監視回路は、前記第１の出力コンデンサの他端と前記接地との間に接続さ
れた第１の出力制御スイッチ素子を備える。電池監視回路は、前記第１の出力コンデンサ
の他端と前記第１の出力制御スイッチ素子との間の出力電圧をアナログ・デジタル変換し
、得られたデジタル信号を出力するＡＤコンバータを備える。電池監視回路は、前記第１
のスイッチ素子ないし前記第３のスイッチ素子、および前記第１の出力制御スイッチ素子
のオン／オフを制御するとともに、前記ＡＤコンバータの動作を制御する制御回路を備え
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施例１に係る電池監視システム１０００の構成の一例を示す図である
。
【図２】図２は、実施例２に係る電池監視システム２０００の構成の一例を示す図である
。
【図３】図３は、実施例３に係る電池監視システム３０００の構成の一例を示す図である
。
【図４】図４は、実施例４に係る電池監視システム４０００の構成の一例を示す図である
。
【図５】図５は、実施例５に係る電池監視システム５０００の構成の一例を示す図である
。
【図６】図６は、比較例の電池監視回路１００ａの構成を示す図である。
【図７】図７は、比較例の電池監視回路１００ｂの構成を示す図である。
【図８】図８は、図７に示す電池監視回路１００ｂの寄生容量Ｃｐの影響を説明するため
のモデルの一例を示す図である。
【図９】図９は、図７に示す電池監視回路１００ｂの寄生容量Ｃｐの影響を説明するため
のモデルの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、図７に示す電池監視回路１００ｂの寄生容量Ｃｐの影響を説明する
ためのモデルの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（比較例）
　先ず、電池監視回路の比較例の一例について説明する。
【００１３】
　図６は、比較例の電池監視回路１００ａの構成を示す図である。
【００１４】
　図６に示すように、電池監視回路は、ｎ個の二次電池Ｖ１～Ｖｎと、スイッチ素子ＳＷ
１ａ～ＳＷｎａ、ＳＷ１ｂ～ＳＷｎｂ、ＳＷ１００ａ、ＳＷ１０１ａと、コンデンサＣａ
と、ＡＤコンバータ２ａと、を備える。この電池監視回路１００ａは、各二次電池Ｖ１～
Ｖｎの電圧をＡＤコンバータ２ａに入力・変換して電圧を検出・監視する。
【００１５】
　ここで、このような図６に示す比較例の電池監視回路１００ａの動作の一例について説
明する。
【００１６】
　先ず、二次電池Ｖ１の電圧を測定する。すなわち、スイッチ素子ＳＷ１ａ、ＳＷ２ｂを
オンし、且つ、その他のスイッチ素子を全てオフさせて、二次電池Ｖ１の電圧をコンデン
サＣａに蓄える。
【００１７】
　次に、全てのスイッチ素子を一度オフさせた後、スイッチ素子ＳＷ１００ａ、ＳＷ１０
１ａをオンさせる。この動作により、二次電池Ｖ１の電圧を接地基準にしてＡＤコンバー
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【００１８】
　以上の一連の操作を全ての二次電池に対して実行する。このような電池監視回路の方式
は、フライングコンデンサ方式と呼ばれる。
【００１９】
　この比較例の電池監視回路の構成は、多く（二次電池の数の２倍の数＋３個）のスイッ
チ素子が必要であり、複雑なばかりでなく安価に作ることが難しい。
【００２０】
　また、図７は、比較例の電池監視回路１００ｂの構成を示す図である。
【００２１】
　この図７に示す比較例の電池監視回路１００ｂは、図６に示す電池監視回路１００ｂの
スイッチ素子に寄生する寄生容量Ｃｐが追加されている。この寄生容量Ｃｐの影響を図８
ないし図１０を用いて説明する。この図８ないし図１０は、図７に示す電池監視回路１０
０ｂの寄生容量Ｃｐの影響を説明するためのモデルの一例を示す図である。
【００２２】
　先ず、図８に示すように、既述の操作によりコンデンサＣａに電圧を蓄える。この場合
、コンデンサＣａ、寄生容量Ｃｐに蓄えられる電荷ＱＣａ、ＱＣｐは、式（１）、（２）
のように表される。
【数１】

【００２３】
　この場合、コンデンサＣａに蓄えられる電荷はＶ１、Ｃｐに蓄えられる電荷はＶ１~Ｖn
までの全ての電圧を加算したものになる事に注意が必要となる。
【００２４】
　次に、図９に示すように、閉じていたスイッチ素子ＳＷ１ａ、ＳＷ２ａを一度開放し、
その後、図１０に示すようにコンデンサＣａの下端がスイッチ素子ＳＷ１０１ａを通して
接地に接続される。
【００２５】
　この操作により、コンデンサＣａに入力される電圧Ｖinは、式（３）のように表される
。
【数２】

【００２６】
　先に、コンデンサＣａに充電されていた電圧Ｖ１との違いを△Ｖは、式（４）のように
表される。
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【数３】

【００２７】
　この式（４）に示すように、二次電池のトータルの電圧が大きいほど、電池監視回路１
００ｂは、寄生容量Ｃｐの影響を受けやすく、誤差が大きくなることが分かる。このこと
は、最も高電位側に位置する電池監視回路Ｖ１と最下段の二次電池Ｖnで測定時に誤差量
が異なることも意味する。
【００２８】
　そこで、本実施形態では、直列に接続された二次電池のそれぞれの電圧をより正確に測
定しつつ、回路面積の縮小を図ることが可能な電池監視回路について提案する。
【００２９】
　以下、各実施例について図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００３０】
　図１は、実施例１に係る電池監視システム１０００の構成の一例を示す図である。
【００３１】
　図１に示すように、電池監視システム１０００は、直列に接続された複数（ｎ個（ｎ≧
２））の第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎと、これらの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を
監視する電池監視回路１００と、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの測定された電圧
に基づいて、電池監視回路１００を制御するマイコンＭと、を備える。
【００３２】
　この電池監視システム１０００は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する
ようになっている。
【００３３】
　また、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎは、第１の電位線（電源）と第２の電位線
（接地）との間に、直列に接続されている。第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの正極
には、第１ないし第ｎの端子Ｔ１～Ｔｎがそれぞれ接続されている。また、第１ないし第
ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの負極には、第２ないし第ｎ＋１の端子Ｔ２～Ｔｎ＋１が接続さ
れている。なお、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎは、例えば、リチウムイオン二次
電池である。
【００３４】
　なお、マイコンＭは、電池監視回路１００以外の図示しない回路（例えば、自動車の電
気系統）等も制御するようになっている。
【００３５】
　ここで、電池監視回路１００は、図１に示すように、制御回路１と、ＡＤコンバータ２
と、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデンサＣ
１と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００と、を備える。
【００３６】
　なお、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデン
サＣ１と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００とは、電圧検出用回路３を構成する。
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【００３７】
　第１のスイッチ素子ＳＷ１は、電源（第１の電位線）に接続され且つ第１の二次電池Ｖ
１の正極を接続するための第１の端子Ｔ１に、一端が接続されている。
【００３８】
　第２のスイッチ素子ＳＷ２は、第１の二次電池Ｖ１の負極および第２の二次電池Ｖ２の
正極を接続するための第２の端子Ｔ２に、一端が接続され、第１のスイッチ素子ＳＷ１の
他端に、他端が接続されている。
【００３９】
　第３のスイッチ素子ＳＷ３は、接地に（第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎを介して
）接続され且つ第２の二次電池Ｖ２の負極を接続するための第３の端子Ｔ３に、一端が接
続され、第１のスイッチ素子ＳＷ１の他端に、他端が接続されている。
【００４０】
　また、他のスイッチ素子ＳＷ４～ＳＷｎ＋１も同様に接続されている。
【００４１】
　このように、電池監視回路１００は、各二次電池間の端子の電圧を選択するスイッチ素
子の数は、二次電池を直列に接続する数の増加分だけ増加させればよい構成になっている
。したがって、電池監視回路１００は、比較例の電池監視回路と比較して回路面積を縮小
することができる。
【００４２】
　また、図１に示すように、第１の出力コンデンサＣ１は、第１のスイッチ素子ＳＷ１の
他端に一端が接続されている。
【００４３】
　第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００は、第１の出力コンデンサＣ１の他端と接地と
の間に接続されている。
【００４４】
　第１の出力コンデンサＣ１の他端と第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００との間には
、出力電圧を出力するための出力端子Ｔｏｕｔが接続されている。
【００４５】
　ＡＤコンバータ２は、第１の出力コンデンサＣ１の他端と第１の出力制御スイッチ素子
ＳＷ１００との間の出力端子Ｔｏｕｔの電圧に応じた信号（ここでは、出力端子Ｔｏｕｔ
の出力電圧）をアナログ・デジタル変換し、得られたデジタル信号を出力するようになっ
ている。
【００４６】
　制御回路１は、第１のスイッチ素子ＳＷ１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷｎ＋１、
および第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００のオン／オフを制御するとともに、ＡＤコ
ンバータ２の動作を制御するようになっている。
【００４７】
　なお、隣接する各端子間（例えば、第１の端子Ｔ１と第２の端子Ｔ２との間）には、そ
れぞれ、放電用スイッチ素子（図示せず）と放電用抵抗（図示せず）とが直列に接続され
ている。この放電用スイッチ素子は、制御回路１によりオン／オフが制御されるようにな
っている。
【００４８】
　制御回路１は、ＡＤコンバータ２が出力したデジタル信号に応じて、第１ないし第ｎの
二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を取得（検出）し、該放電用スイッチ素子を制御する。
【００４９】
　例えば、制御回路１は、該デジタル信号に基づいて、第１の二次電池Ｖ１の電圧を取得
する。そして、制御回路１は、例えば、第１の二次電池Ｖ１の電圧と予め設定された閾値
電圧と比較し、第１の二次電池Ｖ１の電圧が該閾値電圧よりも高いと判断した場合は、第
１の二次電池Ｖ１の電圧を下げる（第１の二次電池Ｖ１を放電させる）。
【００５０】



(9) JP 2012-189490 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

　すなわち、制御回路１は、例えば、第１の二次電池Ｖ１の電圧を下げる場合は、第１の
端子Ｔ１と第２の端子Ｔ２との間に接続された該放電用スイッチ素子をオンする。これに
より、この放電用スイッチ素子に直列に接続された該放電用抵抗に電流が流れて、第１の
二次電池Ｖ１のエネルギーが消費され、第１の二次電池Ｖ１の電圧が下がることとなる。
【００５１】
　このように、電池監視システム１０００は、検出した電圧に応じて、電圧が規定レベル
より高い二次電池を放電させて、各二次電池の電圧が規定レベル以下になるように制御す
る。
【００５２】
　これにより、二次電池が、例えば、リチウムイオン二次電池である場合、過充電等によ
る寿命の低下を抑制することができる。
【００５３】
　なお、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１、第１の出力制御スイッ
チ素子ＳＷ１００、および、該放電用スイッチ素子は、例えば、ＭＯＳトランジスタで構
成される。この場合、各スイッチ素子を構成するＭＯＳトランジスタのゲート電圧が制御
回路１により制御されることにより、各スイッチ素子のオン／オフが制御される。
【００５４】
　次に、以上のような構成を有する電池監視回路１００の動作の一例について説明する。
【００５５】
　先ず、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、制御回路１は、第２のスイッチ素子
ＳＷ２および第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００をオンし、且つ、第１のスイッチ素
子ＳＷ１および第３ないし第ｎのスイッチ素子ＳＷ３～ＳＷｎをオフする。
【００５６】
　これにより、第１の出力コンデンサＣ１には、第２の端子Ｔ２（第２の二次電池Ｖ２の
正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられる。このとき、第１の出力コンデンサＣ
１の一端の電圧は、第２ないし第ｎの二次電池Ｖ２～Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出
力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、接地電圧となる。
【００５７】
　その後、制御回路１は、全てのスイッチ素子、すなわち、第１のスイッチ素子ＳＷ１な
いし第ｎのスイッチ素子ＳＷｎ、および第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００をオフす
る。
【００５８】
　その後、制御回路１は、第１のスイッチ素子ＳＷ１をオンする。これにより、第１の出
力コンデンサＣ１の一端の電圧は、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧の総和に
なり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第１の二次電池
Ｖ１の電圧となる。
【００５９】
　なお、制御回路１は、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、第１のスイッチ素子
ＳＷ１をオンしたとき、すなわち、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ
）の電圧が、第１の二次電池Ｖ１の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧を
ＡＤコンバータ２にデジタル／アナログ変換させる。
【００６０】
　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第１の二次電池Ｖ１の電圧を検出することができる。
【００６１】
　また、第２の二次電池Ｖ２の電圧を測定する場合、制御回路１は、第３のスイッチ素子
ＳＷ３および第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００をオンし、且つ、第１のスイッチ素
子ＳＷ１、第２のスイッチ素子ＳＷ２および第４ないし第ｎのスイッチ素子ＳＷ４～ＳＷ
ｎをオフする。
【００６２】
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　これにより、第１の出力コンデンサＣ１には、第３の端子Ｔ３（第３の二次電池Ｖ３の
正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられる。このとき、第１の出力コンデンサＣ
１の一端の電圧は、第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出
力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、接地電圧となる。
【００６３】
　その後、制御回路１は、全てのスイッチ素子、すなわち、第１のスイッチ素子ＳＷ１な
いし第ｎのスイッチ素子ＳＷｎ、および第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００をオフす
る。
【００６４】
　その後、制御回路１は、第２のスイッチ素子ＳＷ２をオンする。これにより、第１の出
力コンデンサＣ１の一端の電圧は、第２ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧の総和に
なり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第２の二次電池
Ｖ１の電圧となる。
【００６５】
　なお、制御回路１は、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、第２のスイッチ素子
ＳＷ２をオンしたとき、すなわち、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ
）の電圧が、第２の二次電池Ｖ２の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧を
ＡＤコンバータ２にデジタル／アナログ変換させる。
【００６６】
　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第２の二次電池Ｖ２の電圧を検出することができる。
【００６７】
　以降、制御回路１は、同様の動作を繰り返し、ＡＤコンバータ２から出力されるデジタ
ル信号に基づいて、第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎの電圧を検出することができる
。
【００６８】
　なお、ここでは第１の二次電池Ｖ１から順番に電圧を測定しているが、第ｎの二次電池
Ｖｎから順番に電圧を測定してもよく、また、ランダムに二次電池の電圧を測定するよう
にしてもよい。
【００６９】
　以上の動作により、電池監視回路１００は、直列に接続された二次電池のそれぞれの電
圧をより正確に測定することができる。
【００７０】
　また、既述のように、電池監視回路１００は、各二次電池間の端子の電圧を選択するス
イッチ群を、既述の比較例の電池監視回路よりも少なくすることができるので、回路規模
の縮小を図ることができる。また、本構成では寄生容量ＳＷ１００の両端（Ｔｏｕt：接
地間）に現れるが、比較例と異なり二次電池のトータルの電圧ではなく、各一つの電圧と
なる為に影響が少ない。
【００７１】
　以上のように、本実施例に係る電池監視回路によれば、直列に接続された二次電池のそ
れぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることができる。
【実施例２】
【００７２】
　本実施例２では、既述の実施例１の構成と比較して、出力コンデンサの耐圧を向上する
電池監視回路の構成の一例について説明する。
【００７３】
　ここで、図２は、実施例２に係る電池監視システム２０００の構成の一例を示す図であ
る。なお、図２において、図１の符号と同じ符号は、実施例１と同様の構成を示す。
【００７４】
　図２に示すように、電池監視システム２０００は、直列に接続された複数（ｎ個（ｎ≧
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２））の第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎと、これらの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を
監視する電池監視回路２００と、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの測定された電圧
に基づいて、電池監視回路２００を制御するマイコンＭと、を備える。
【００７５】
　この電池監視システム２０００は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する
ようになっている。
【００７６】
　ここで、電池監視回路２００は、図２に示すように、制御回路１と、ＡＤコンバータ２
と、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデンサＣ
１と、第２の出力コンデンサＣ２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００と、第２の
出力制御スイッチ素子ＳＷｃと、を備える。
【００７７】
　すなわち、電池監視回路２００は、実施例１の電池監視回路１００と比較して、第２の
出力コンデンサＣ２と、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃと、をさらに備える。
【００７８】
　なお、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデン
サＣ１と、第２の出力コンデンサＣ２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００と、第
２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃと、電圧検出用回路２０３を構成する。
【００７９】
　第２の出力コンデンサＣ２は、第１の出力コンデンサＣ１の一端と第１のスイッチ素子
ＳＷ１の他端との間に接続されている。
【００８０】
　第２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃは、第１の出力コンデンサＣ１の一端と基準電位と
の間に接続されている。本実施例では、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃは、第１の出
力コンデンサＣ１の一端と第４の端子Ｔ４との間に接続されている。すなわち、該基準電
位は、例えば、第４の端子Ｔ４の電位（第４ないし第ｎの二次電池Ｖ４～Ｖｎの電圧の総
和）である。
【００８１】
　なお、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃは、第１の出力コンデンサＣ１の一端と、他
の端子Ｔ２、Ｔ３、Ｔ５～Ｔｎの何れかとの間に接続するようにしてもよい。
【００８２】
　なお、第１、第２の出力コンデンサＣ１、Ｃ２の耐圧を考慮すると、該基準電圧は、第
１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧の総和の２分の１程度になるのが好ましい。
【００８３】
　このような電池監視回路２００のその他の構成は、実施例１の電池監視回路１００と同
様である。
【００８４】
　次に、以上のような構成を有する電池監視回路２００の動作の一例について説明する。
【００８５】
　先ず、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、制御回路１は、第２のスイッチ素子
ＳＷ２および第１および第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００、ＳＷｃをオンし、且つ
、第１のスイッチ素子ＳＷ１および第３ないし第ｎのスイッチ素子ＳＷ３～ＳＷｎをオフ
する。
【００８６】
　これにより、第１の出力コンデンサＣ１には、第４の端子Ｔ４（第４の二次電池Ｖ４の
正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられ、第２の出力コンデンサＣ２には、第２
の端子Ｔ２（第２の二次電池Ｖ２の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられる。
このとき、第２の出力コンデンサＣ２の一端の電圧は、第２ないし第ｎの二次電池Ｖ２～
Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧
は、接地電圧となる。
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【００８７】
　このように、電池監視回路２００は、１つのコンデンサにおける電位差を実施例１より
も小さくすることができ、コンデンサにおける耐圧を向上することができる。
【００８８】
　その後、制御回路１は、全てのスイッチ素子、すなわち、第１のスイッチ素子ＳＷ１な
いし第ｎのスイッチ素子ＳＷｎ、および第１および第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ１０
０、ＳＷｃをオフする。
【００８９】
　その後、制御回路１は、第１のスイッチ素子ＳＷ１をオンする。これにより、第２の出
力コンデンサＣ２の一端の電圧は、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧の総和に
なり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第１の二次電池
Ｖ１の電圧となる。
【００９０】
　なお、制御回路１は、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、第１のスイッチ素子
ＳＷ１をオンしたとき、すなわち、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ
）の電圧が、第１の二次電池Ｖ１の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧を
ＡＤコンバータ２にデジタル／アナログ変換させる。
【００９１】
　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第１の二次電池Ｖ１の電圧を検出することができる。
【００９２】
　また、第２の二次電池Ｖ２の電圧を測定する場合、制御回路１は、第３のスイッチ素子
ＳＷ３および第１および第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００、ＳＷｃをオンし、且つ
、第１のスイッチ素子ＳＷ１、第２のスイッチ素子ＳＷ２および第４ないし第ｎのスイッ
チ素子ＳＷ４～ＳＷｎをオフする。
【００９３】
　これにより、第１の出力コンデンサＣ１には、第４の端子Ｔ４（第４の二次電池Ｖ４の
正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられ、第２の出力コンデンサＣ２には、第３
の端子Ｔ３（第３の二次電池Ｖ３の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられる。
このとき、第２の出力コンデンサＣ２の一端の電圧は、第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～
Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧
は、接地電圧となる。
【００９４】
　既述のように、電池監視回路２００は、１つのコンデンサにおける電位差を実施例１よ
りも小さくすることができ、コンデンサにおける耐圧を向上することができる。
【００９５】
　その後、制御回路１は、全てのスイッチ素子、すなわち、第１のスイッチ素子ＳＷ１な
いし第ｎのスイッチ素子ＳＷｎ、および第１および第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ１０
０、ＳＷｃをオフする。
【００９６】
　その後、制御回路１は、第２のスイッチ素子ＳＷ２をオンする。これにより、第２の出
力コンデンサＣ２の一端の電圧は、第２ないし第ｎの二次電池Ｖ２～Ｖｎの電圧の総和に
なり、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第２の二次電池
Ｖ２の電圧となる。
【００９７】
　なお、制御回路１は、第２の二次電池Ｖ２の電圧を測定する場合、第２のスイッチ素子
ＳＷ２をオンしたとき、すなわち、第１の出力コンデンサＣ１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ
）の電圧が、第２の二次電池Ｖ２の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧を
ＡＤコンバータ２にデジタル／アナログ変換させる。
【００９８】
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　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第２の二次電池Ｖ２の電圧を検出することができる。
【００９９】
　以降、制御回路１は、同様の動作を繰り返し、ＡＤコンバータ２から出力されるデジタ
ル信号に基づいて、第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎの電圧を検出することができる
。
【０１００】
　また、実施例１と同様に、電池監視回路２００は、各二次電池間の端子の電圧を選択す
るスイッチ群を、比較例の電池監視回路よりも少なくすることができるので、回路規模の
縮小を図ることができる。
【０１０１】
　以上のように、本実施例に係る電池監視回路によれば、直列に接続された二次電池のそ
れぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることができる。
【実施例３】
【０１０２】
　既述の実施例２では、電池監視回路において、該基準電位が直列に接続された二次電池
の電位である場合の一例について説明した。
【０１０３】
　本実施例３では、電池監視回路において、該基準電位を発生する電源を備える構成の一
例について説明する。
【０１０４】
　図３は、実施例３に係る電池監視システム３０００の構成の一例を示す図である。なお
、図３において、図２の符号と同じ符号は、実施例２と同様の構成を示す。
【０１０５】
　図３に示すように、電池監視システム３０００は、直列に接続された複数（ｎ個（ｎ≧
２））の第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎと、これらの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を
監視する電池監視回路３００と、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの測定された電圧
に基づいて、電池監視回路３００を制御するマイコンＭと、を備える。
【０１０６】
　この電池監視システム３０００は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する
ようになっている。
【０１０７】
　ここで、電池監視回路３００は、図３に示すように、制御回路１と、ＡＤコンバータ２
と、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデンサＣ
１と、第２の出力コンデンサＣ２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００と、第２の
出力制御スイッチ素子ＳＷｃと、直流電源３０１と、を備える。
【０１０８】
　すなわち、電池監視回路３００は、実施例２の電池監視回路２００と比較して、該基準
電圧を出力する直流電源（電池）３０１をさらに備える。
【０１０９】
　なお、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデン
サＣ１と、第２の出力コンデンサＣ２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００と、第
２の出力制御スイッチ素子ＳＷｃと、直流電源３０１とは、電圧検出用回路３０３を構成
する。
【０１１０】
　このような電池監視回路３００のその他の構成は、実施例２の電池監視回路２００と同
様である。
【０１１１】
　また、以上のような構成を有する電池監視回路３００の動作は、実施例２の電池監視回
路２００と同様である。すなわち、実施例２と同様に、制御回路１は、同様の動作を繰り
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返し、ＡＤコンバータ２から出力されるデジタル信号に基づいて、第３ないし第ｎの二次
電池Ｖ３～Ｖｎの電圧を検出することができる。
【０１１２】
　また、実施例２と同様に、電池監視回路３００は、各二次電池間の端子の電圧を選択す
るスイッチ群を、従来の電池監視回路よりも少なくすることができるので、回路規模の縮
小を図ることができる。
【０１１３】
　以上のように、本実施例に係る電池監視回路によれば、直列に接続された二次電池のそ
れぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることができる。
【実施例４】
【０１１４】
　既述の実施例１の構成では、二次電池の電圧に応じた電荷を出力コンデンサに充電した
後、二次電池の電圧が揺らいだり、ノイズが乗ったりすると第１の出力コンデンサＣ１の
他端の出力端子Ｔｏｕｔから出力される出力電圧が揺らいでしまう。
【０１１５】
　そこで、本実施例４では、二次電池の電圧に応じた電荷を出力コンデンサに充電した後
、　出力コンデンサの電荷が揺らがないようにするための構成の一例について説明する。
【０１１６】
　ここで、図４は、実施例４に係る電池監視システム４０００の構成の一例を示す図であ
る。なお、図４において、図１の符号と同じ符号は、実施例１と同様の構成を示す。
【０１１７】
　図４に示すように、電池監視システム４０００は、直列に接続された複数（ｎ個（ｎ≧
２））の第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎと、これらの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を
監視する電池監視回路４００と、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの測定された電圧
に基づいて、電池監視回路４００を制御するマイコンＭと、を備える。
【０１１８】
　この電池監視システム４０００は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する
ようになっている。
【０１１９】
　ここで、電池監視回路４００は、図４に示すように、制御回路１と、ＡＤコンバータ２
と、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデンサＣ
４０１と、第２の出力コンデンサＣ４０２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０１と
、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０２と、第３の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０３と
、第４の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０４と、第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０５と
、を備える。
【０１２０】
　なお、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデン
サＣ４０１と、第２の出力コンデンサＣ４０２と、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０
１と、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０２と、第３の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０
３と、第４の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０４と、第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０
５とは、電圧検出用回路４０３を構成する。なお、後述のように、本実施例においては、
第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１の接続関係が、実施例１の構成と
は若干異なる。
【０１２１】
　第１のスイッチ素子ＳＷ１は、電源（第１の電位線）に接続され且つ第１の二次電池Ｖ
１の正極を接続するための第１の端子Ｔ１に、一端が接続されている。
【０１２２】
　第２のスイッチ素子ＳＷ２は、第１の二次電池Ｖ１の負極および第２の二次電池Ｖ２の
正極を接続するための第２の端子Ｔ２に、一端が接続されている。
【０１２３】
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　第３のスイッチ素子ＳＷ３は、接地に（第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎを介して
）接続され且つ第２の二次電池Ｖ２の負極を接続するための第３の端子Ｔ３に、一端が接
続され、第１のスイッチ素子ＳＷ１の他端に、他端が接続されている。
【０１２４】
　また、他のスイッチ素子ＳＷ４～ＳＷｎ＋１も同様に接続されている。
【０１２５】
　このように、電池監視回路４００は、各二次電池間の端子の電圧を選択するスイッチ素
子の数は、二次電池を直列に接続する数の増加分だけ増加させればよい構成になっている
。したがって、電池監視回路４００は、比較例の電池監視回路と比較して回路面積を縮小
することができる。
【０１２６】
　また、図４に示すように、第１の出力コンデンサＣ４０１は、第１のスイッチ素子ＳＷ
１の他端に一端が接続されている。
【０１２７】
　第２の出力コンデンサＣ４０２は、第２のスイッチ素子ＳＷ２の他端に一端が接続され
ている。
【０１２８】
　第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０１は、第１の出力コンデンサＣ４０１の他端と接
地との間に接続されている。
【０１２９】
　第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０２は、第２の出力コンデンサＣ４０２の他端と接
地との間に接続されている。
【０１３０】
　第３の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０３は、第１の出力コンデンサＣ４０１の一端と第
２の出力コンデンサＣ４０２の一端との間に接続されている。
【０１３１】
　第４の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０４は、第１の出力コンデンサＣ４０１の他端と出
力端子Ｔｏｕｔとの間に接続されている。
【０１３２】
　第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０５は、第２の出力コンデンサＣ４０２の他端と出
力端子Ｔｏｕｔとの間に接続されている。
【０１３３】
　ＡＤコンバータ２は、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧をアナログ・デジタル変換し、得ら
れたデジタル信号を出力するようになっている。
【０１３４】
　制御回路１は、第１のスイッチ素子ＳＷ１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷｎ＋１、
および第１ないし第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０１～ＳＷ４０５のオン／オフを制
御するとともに、ＡＤコンバータ２の動作を制御するようになっている。
【０１３５】
　次に、以上のような構成を有する電池監視回路４００の動作の一例について説明する。
【０１３６】
　先ず、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、制御回路１は、第１および第２のス
イッチ素子ＳＷ１、ＳＷ２、および第１、第２、および第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ
４０１、ＳＷ４０２、ＳＷ４０５をオンし、且つ、第１のスイッチ素子ＳＷ１および第３
ないし第ｎのスイッチ素子ＳＷ３～ＳＷｎ、第３および第４の出力制御スイッチ素子ＳＷ
４０３、ＳＷ４０４をオフする。
【０１３７】
　これにより、第１の出力コンデンサＣ４０１には、第１の端子Ｔ１（第１の二次電池Ｖ
１の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられ、第２の出力コンデンサＣ４０２に
は、第２の端子Ｔ２（第２の二次電池Ｖ２の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄え
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られる。
【０１３８】
　このとき、第１の出力コンデンサＣ４０１の一端の電圧は、第１ないし第ｎの二次電池
Ｖ１～Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出力コンデンサＣ４０１の他端（出力端子Ｔｏｕ
ｔ）の電圧は、接地電圧となる。また、第２の出力コンデンサＣ４０２の一端の電圧は、
第２ないし第ｎの二次電池Ｖ２～Ｖｎの電圧の総和になり、第２の出力コンデンサＣ２の
他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、接地電圧となる。
【０１３９】
　その後、制御回路１は、第１および第２のスイッチ素子ＳＷ１、ＳＷ２をオフする。
【０１４０】
　その後、制御回路１は、第２の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０２をオフする。
【０１４１】
　その後、制御回路１は、第３の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０３をオンする。これによ
り、第１の出力コンデンサＣ４０２の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第１の二次電
池Ｖ１の電圧となる。
【０１４２】
　なお、制御回路１は、第１の二次電池Ｖ１の電圧を測定する場合、第３の制御スイッチ
素子ＳＷ４０３をオンしたとき、すなわち、出力端子Ｔｏｕｔの電圧が、第１の二次電池
Ｖ１の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧をＡＤコンバータ２にデジタル
／アナログ変換させる。
【０１４３】
　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第１の二次電池Ｖ１の電圧を検出することができる。
【０１４４】
　また、第２の二次電池Ｖ２の電圧を測定する場合、制御回路１は、第２および第３のス
イッチ素子ＳＷ２、ＳＷ３および第１、第２、および第４の出力制御スイッチ素子ＳＷ４
０１、ＳＷ４０２、ＳＷ４０４をオンし、且つ、第１、第４ないし第ｎのスイッチ素子Ｓ
Ｗ１、ＳＷ４～ＳＷｎ、および第３および第５の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０３、ＳＷ
４０５をオフする。
【０１４５】
　これにより、第１の出力コンデンサＣ４０１には、第３の端子Ｔ３（第３の二次電池Ｖ
３の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄えられ、第２の出力コンデンサＣ４０２に
は、第２の端子Ｔ２（第２の二次電池Ｖ２の正極）と接地間の電位差に応じた電荷が蓄え
られる。
【０１４６】
　このとき、第１の出力コンデンサＣ４０１の一端の電圧は、第３ないし第ｎの二次電池
Ｖ３～Ｖｎの電圧の総和になり、第１の出力コンデンサＣ４０１の他端（出力端子Ｔｏｕ
ｔ）の電圧は、接地電圧となる。また、第２の出力コンデンサＣ４０２の一端の電圧は、
第２ないし第ｎの二次電池Ｖ２～Ｖｎの電圧の総和になり、第２の出力コンデンサＣ２の
他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、接地電圧となる。
【０１４７】
　その後、制御回路１は、第２および第３のスイッチ素子ＳＷ２、ＳＷ３をオフする。
【０１４８】
　その後、制御回路１は、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０１をオフする。
【０１４９】
　その後、制御回路１は、第３の出力制御スイッチ素子ＳＷ４０３をオンする。これによ
り、第２の出力コンデンサＣ４０１の他端（出力端子Ｔｏｕｔ）の電圧は、第２の二次電
池Ｖ２の電圧となる。
【０１５０】
　なお、制御回路１は、第２の二次電池Ｖ２の電圧を測定する場合、第３の制御スイッチ
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素子ＳＷ４０３をオンしたとき、すなわち、出力端子Ｔｏｕｔの電圧が、第２の二次電池
Ｖ２の電圧になったときに、出力端子Ｔｏｕｔの出力電圧をＡＤコンバータ２にデジタル
／アナログ変換させる。
【０１５１】
　これにより、制御回路１は、ＡＤコンバータ２から出力されたデジタル信号に基づいて
、第２の二次電池Ｖ２の電圧を検出することができる。
【０１５２】
　以降、制御回路１は、同様の動作を繰り返し、ＡＤコンバータ２から出力されるデジタ
ル信号に基づいて、第３ないし第ｎの二次電池Ｖ３～Ｖｎの電圧を検出することができる
。
【０１５３】
　なお、ここでは第１の二次電池Ｖ１から順番に電圧を測定しているが、第ｎの二次電池
Ｖｎから順番に電圧を測定してもよく、また、ランダムに二次電池の電圧を測定するよう
にしてもよい。
【０１５４】
　以上の動作により、電池監視回路４００は、直列に接続された二次電池のそれぞれの電
圧をより正確に測定することができる。
【０１５５】
　また、実施例１と同様に、電池監視回路４００は、各二次電池間の端子の電圧を選択す
るスイッチ群を、従来の電池監視回路よりも少なくすることができるので、回路規模の縮
小を図ることができる。
【０１５６】
　以上のように、本実施例に係る電池監視回路によれば、直列に接続された二次電池のそ
れぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることができる。
【実施例５】
【０１５７】
　本実施例５では、寄生容量の影響を低減するための構成の一例について説明する。
【０１５８】
　ここで、図５は、実施例５に係る電池監視システム５０００の構成の一例を示す図であ
る。なお、図５において、図１の符号と同じ符号は、実施例１と同様の構成を示す。
【０１５９】
　図５に示すように、電池監視システム５０００は、直列に接続された複数（ｎ個（ｎ≧
２））の第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎと、これらの二次電池Ｖ１～Ｖｎの電圧を
監視する電池監視回路５００と、第１ないし第ｎの二次電池Ｖ１～Ｖｎの測定された電圧
に基づいて、電池監視回路５００を制御するマイコンＭと、を備える。
【０１６０】
　この電池監視システム５０００は、直列に接続された複数の二次電池の電圧を監視する
ようになっている。
【０１６１】
　ここで、電池監視回路５００は、図５に示すように、制御回路１と、ＡＤコンバータ２
と、第１ないし第ｎ＋１のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷｎ＋１と、第１の出力コンデンサＣ
１と、アンプ用コンデンサＣｘと、オペアンプＯＰと、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ
１００と、アンプ用スイッチ素子ＳＷ５００と、を備える。
【０１６２】
　すなわち、電池監視回路５００は、実施例１の電池監視回路１００と比較して、アンプ
用コンデンサＣｘと、オペアンプＯＰと、アンプ用スイッチ素子ＳＷ５００と、をさらに
備える。
【０１６３】
　ここで、図５に示すように、オペアンプＯＰは、出力端子Ｔｏｕｔに非反転入力端子が
接続されている。
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【０１６４】
　アンプ用コンデンサＣｘは、オペアンプＯＰの出力とオペアンプＯＰの反転入力端子と
の間に接続され、ＡＤコンバータ２の入力に出力が接続されている。
【０１６５】
　アンプ用スイッチ素子ＳＷ５００は、オペアンプＯＰの出力とオペアンプＯＰの反転入
力端子との間で、アンプ用コンデンサＣｘと並列に接続されている。
【０１６６】
　本実施例では、ＡＤコンバータ２は、オペアンプＯＰの出力信号をアナログ・デジタル
変換し、得られたデジタル信号を出力するようになっている。
【０１６７】
　ここで、オペアンプＯＰの非反転入力端子と接地との間には、寄生容量Ｃｐ１が存在し
、オペアンプＯＰの反転入力端子と接地との間には、寄生容量Ｃｐ２が存在するものとす
る。
【０１６８】
　この場合、第１の二次電池Ｖ１を選択した時の出力端子Ｔｏｕｔにおける電圧Ｖｉｎは
、寄生容量Ｃｐ１の影響を考慮すると、以下の式（５）のように表される。なお、式（５
）において、第１の２次電池Ｖ１の電圧をＶ１とし、第１の出力コンデンサＣ１の容量を
Ｃ１とし、寄生容量Ｃｐ１の容量をＣｐ１としている。
【数４】

【０１６９】
　電池監視回路５００の動作は、基本的には、実施例１の動作と同様である。なお、制御
回路１は、アンプ用スイッチ素子ＳＷ５００が、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００
と同期してオン／オフするように制御する。
【０１７０】
　したがって、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００がオンの時、オペアンプＯＰは通
常のバッファーアンプとして機能し、オペアンプＯＰの出力における電圧Ｖｉｎ‘は、電
圧Ｖｉｎと同じ０Ｖとなる。
【０１７１】
　一方、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００がオフすると、アンプ用スイッチ素子Ｓ
Ｗ５００もオフとなる。この時、オペアンプＯＰの利得Ｇａｉnは、以下の式（６）のよ
うに表される。
【数５】

【０１７２】
　このとき、ＡＤコンバータ２に入力される電圧Ｖｉｎ‘は、以下の式（７）のように表
される。
【数６】

【０１７３】
　この式（７）より、Ｃ１／（Ｃ１＋Ｃｐ１）が（Ｃｘ＋Ｃｐ２）／Ｃｘの逆数となるよ
うに、各パラメータを設定することで、電圧Ｖｉｎと第１の二次電池Ｖ１の電圧Ｖ１とが
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【０１７４】
　また、電池監視回路５００は、第１の出力コンデンサＣ１の容量を、アンプ用コンデン
サＣｘの容量に等しくなるように設定し、第１の出力制御スイッチ素子ＳＷ１００とアン
プ用スイッチ素子ＳＷ５００に同じスイッチ素子を用いることにより、寄生容量の影響を
低減することができる。
【０１７５】
　また、実施例１と同様に、電池監視回路５００は、各二次電池間の端子の電圧を選択す
るスイッチ群を、従来の電池監視回路よりも少なくすることができるので、回路規模の縮
小を図ることができる。
【０１７６】
　なお、本実施例５では、実施例１の構成に適用した例について説明したが、実施例２な
いし４についても同様に適用することができる。
【０１７７】
　以上のように、本実施例に係る電池監視回路によれば、直列に接続された二次電池のそ
れぞれの電圧をより正確に測定しつつ、回路面積の縮小を図ることができる。
【０１７８】
　なお、以上の各実施例においては、各放電用スイッチ素子、抵抗が、電池監視回路に含
まれている場合について説明した。しかし、各放電用スイッチ素子、抵抗が、電池監視回
路とは別の回路（外付けの回路等）に含まれるようにしてもよい。
【０１７９】
　また、各実施例では、電圧が低い二次電池から電圧が高い二次電池に向かって電圧を測
定する場合を示しているが、逆に電圧が高い二次電池から電圧が低い二次電池に向かって
電圧を測定するようにしてもよい。
【０１８０】
　なお、実施形態は例示であり、発明の範囲はそれらに限定されない。
【符号の説明】
【０１８１】
１００、２００、３００、４００　電池監視回路
１０００、２０００、３０００、４０００　電池監視システム
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